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衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
介
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保
険
に
お
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る
利
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一
か
ら
六
ま
で
、
九
及
び
十
一
か
ら
十
三
ま
で
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
し
て
は
、
現
在
、
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
に
お
い
て
議
論
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
た
め
、
お
尋
ね
の
事
項
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

七
及
び
八
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
入
居
理
由
の
調
査
」
に
つ
い
て
は
、
公
益
社
団
法
人
全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
が
平
成
二
十
四
年
十
二
月

に
実
施
し
た
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
す
る
軽
度
要
介
護
者
に
関
す
る
状
況
調
査
」
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

当
該
調
査
に
よ
る
と
、
契
約
入
所
し
た
最
も
大
き
い
理
由
と
し
て
、
入
所
者
が
回
答
し
た
上
位
十
項
目
と
そ
の
割
合
は
、
順

に
、
「
介
護
者
不
在
、
介
護
困
難
」
が
四
十
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
認
知
症
そ
の
他
の
理
由
に
よ
る
判
断
能
力
の
低
下
・

喪
失
」
が
十
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
独
居
・
身
寄
り
な
し
」
が
十
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
無
回
答
」
が
九
・
七
パ
ー
セ

ン
ト
、
「
認
知
症
の
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
」
が
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
そ
の
他
」
が
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
経
済
的
理
由
」
が
二
・

八
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
住
居
問
題
」
が
二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
不
足
」
が
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、

一



「
虐
待
・
介
護
放
棄
」
が
〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

十
に
つ
い
て

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
の
報
告
書
は
、
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
た
委
員

に
よ
る
審
議
の
結
果
、
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
各
委
員
の
個
人
と
し
て
の
具
体
的
な
知
識
や
見
解
に
つ
い
て

は
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。

二


